
新たに特別警報を行うとともに、その体制の強化を図り、災害から国民の命を守る。 

 ○ 東日本大震災や平成23年台風第12号による大雨災害等を踏まえ、災害発生の危険性等を分か 
  りやすく伝えるなどの情報の改善や、情報を国民等に確実に伝達するなど、東海・東南海・南 
  海地震等による今後いつ発生してもおかしくはない重大な災害に対応するための対策が必要。 
 ○ 中央防災会議防災対策推進検討会議による提言、地方公共団体からの情報改善への要望等を 
  踏まえ、早急の対応が不可欠。 
 

 
                     

管区気象台等 

沿岸域の現象の迅速か
つ高精度な解析・予測 

●気象業務法及び国土交通省設置法の一部を改正する法律案 

法案の概要 

気象業務法の一部改正 

 重大な災害が発生した場合における国民の安全の確保を図るため、気象庁は、重大な災害の起
こるおそれが著しく大きい場合に特別警報を行うこととするとともに、気象観測、予報等を行う
体制強化に資するよう海洋気象台を管区気象台等に統合する等の措置を講ずる。 

国土交通省設置法の一部改正 

特別警報の実施 
 
○ 災害発生の危険性を分かりやすく示すため、
気象庁は、重大な災害の起こるおそれが著し
く大きい場合に特別警報を行う。 

 

○ 気象庁は、特別警報の発表基準を、地域の
災害対策の責任者である都道府県知事及び市
町村長の意見を聴いて定める。 

 
 
 
 
 
 
 

特別警報等を行う体制の強化 
 
○ 特別警報等の適時的確な実施に向け、
沿岸域の現象の解析・予測の高度化を図
るため、海洋気象台の業務を管区気象台
等において一体的に実施する。 

 

  

＜予算関連法律案＞ 

（改正後） 

管区気象台等 

陸域の現象の解析・
予測 

海洋気象台 

海域の現象の解析・
予測 

（現行） 

特別警報の
種類 

内容 

大雨の特別
警報 

数十年に一度の豪雨 

火山現象の
特別警報 

居住地域に影響が及ぶ噴石や火
砕流等 

津波の特別
警報 

内陸まで影響が及ぶ大津波 

特別警報の例（イメージ） 

警報の伝達の流れ 

 ○ 住民に対し特別警報を迅速かつ確実に伝えるため、その内容について、気象庁自ら報道機
関の協力を求めること等により周知するほか、都道府県に対し市町村への通知を、市町村に
対し住民等への周知の措置をそれぞれ義務付ける。 

特別警報等を適時的確に実施 

特別警報の伝達の流れ   義務 ，   努力義務 

背 景 



特別警報のイメージ 

・平成24年7月九州北部豪雨 
・平成23年台風第12号による大雨 
・平成23年台風第15号による大雨 

特別警報に相当する大雨の例 

１ 

特別警報に相当する津波の原因となった地震の例 
・東北地方太平洋沖地震（平成23年）（16.7m※痕跡高） 
・北海道南西沖地震（平成5年）（29m※遡上高） 
・日本海中部地震（昭和58年）（6.6m※遡上高） 

特別警報に相当する噴火の例 

・三宅島（平成12年） 
・有珠山（平成12年） 
・雲仙岳（平成３年） 

0 

200 

400 

600 

800 

1000 

1200 

1400 

1600 

0:00 12:00 0:00 12:00 

その後も降り続き、
総降水量が

1000mmを大きく超
えるような大雨 

警報を発表 

特
別
警
報

 

警
報

 

降
水
量

 

入山規制等 

平常 

警報の発表基準をはるかに超える現象に対し
て、甚大な災害が発生する危険性を充分に伝え
ることができない。 

「特別警報」を新設し、災害発生の
危険性を分かりやすく伝える。 

数十年に一度の大雨となるおそれ
が大きいときに発表 

３ｍ超 

１～３ｍ 

内陸まで影響が及ぶ大津波のお
それが大きいときに発表 

居住地域に影響が及ぶ噴石や火砕
流のおそれが大きいときに発表 

噴火 津波 大雨 



警報及び特別警報の伝達の流れ 

        ：義務        ：努力義務 

２ 

公
衆 

警察庁 

都道府県 

NHK 

NTT東西 

官 
公 
署 

報道機関 

特別警報 

公
衆 

警察庁 

都道府県 

NHK 

NTT東西 

官 
公 
署 

報道機関 

警報 

公
衆 

警察庁 

都道府県 

NHK 

NTT東西 

市
町
村 

（通知） 

（通知） 

（通知） 

（放送） 

（周知） 

官 
公 
署 

（周知） 

（協力を求めて周知） 
報道機関 

（周知） 

特別警報の伝達 
気象庁が自ら周知の措置をとるほか、報道機関の協力を求めて周
知に努める。あわせて、地方自治体等の防災機関の通信網やＮＨＫ
の放送網を活用し、住民へ確実に伝達する体制とする。 

警報の伝達 
消防庁を新たに追加（J-Alertが市町村への有効な情報伝達手段と
なっていることから、警報の伝達経路として活用）。 

警報（現行） 

気
象
庁 

気
象
庁 

市
町
村 

市
町
村 消防庁 

気
象
庁 

消防庁 

インターネット、携帯電話等 

（関係機関の通信網等を活用） 



高潮や波浪など、沿岸の海洋の現象の予測精度を向上させるため、 
海洋気象台の業務を管区気象台等で行うなどの組織強化を行う。 

※舞鶴海洋気象台は廃止し、本庁組
織の「日本海海洋気象センター」
が日本海の調査・研究等を行う。 

海洋気象業務
を管区気象台
に集約 

本庁 

海洋気象台 
函館、神戸、長崎、 

舞鶴 

地方気象台 
（原則各府県一つ） 

海域の現象の解析・予測 

（現行） 

陸域の現象の解析・予測 

本庁 

地方気象台 
函館、神戸、長崎、京都 

（統合後） 

沿岸域を含め、気象防災機
能の強化 

３ 

海洋気象台の業務の管区気象台等への統合 

気象庁以外の者による津波予報業務の許可基準の改正 

（現行）気象予報士の設置 （改正後）津波シミュレーション技術の利用 

気象予報士が流体力学等の
知見を駆使して予想 

近年のシミュレーション技術の確立、計算機の能力
向上により、短時間かつ高精度の予想が可能に 

管区気象台等 
札幌、仙台、東京、 
大阪、福岡、沖縄 

管区気象台等 
札幌、仙台、東京、 
大阪、福岡、沖縄 



130308 
特別警報について（案） 

 

現象の種類 現在想定している特別警報の基準 想定される 

特別警報の発表頻度 

現在想定している 

発表区域 

気象 大雨 台風や集中豪雨により、数十年に一度の降雨量となる大

雨が予想される場合 

地域ごとに、数十年に一回程度 市町村単位 

 

暴風 数十年に一度の強度の台風や同程度の温帯低気圧により

暴風が吹くと予想される場合 

暴風雪 数十年に一度の強度の台風と同程度の温帯低気圧により

雪を伴う暴風が吹くと予想される場合 

大雪 数十年に一度の降雪量となる大雪が予想される場合 

地象 地震動 震度６弱以上が予想される場合 

 

全国的に見て概ね１～２年の

間に１回程度 

府県予報区および細分

区域（各県等を２～３の

区域に分けたもの）単位 

火山現象 大きな噴石や火砕流等が居住地域に到達するような噴火

が予想される場合 

 

全国的に見て概ね十年前後の

間に一回程度 

市町村単位 

地面現象 台風や集中豪雨により、数十年に一度の降雨量となる大

雨が予想される場合 

地域ごとに、数十年に一回程度

津波 海岸における津波の高さが３メートル超になると予想さ

れる場合 

 

全国的に見て概ね十年前後の

間に一回程度 

津波予報区（概ね都道府

県と同様の区域割り）単

位 

高潮 数十年に一度の強度の台風や同程度の温帯低気圧により

高潮になると予想される場合 

地域ごとに、数十年に一回程度 市町村単位 

波浪 数十年に一度の強度の台風や同程度の温帯低気圧により

高波になると予想される場合 

※現行の警報と同じ地域単位 

 注） ・地震動については、現行の緊急地震速報のうち、震度６弱以上を予想したものを特別警報と位置付ける。 

 ・火山現象については、現行の噴火警戒レベル４以上の噴火警報を特別警報に位置付ける。 

 ・津波については、現行の大津波警報を特別警報に位置付ける。 
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○
気
象
業
務
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
予
報
及
び
警
報
）

（
予
報
及
び
警
報
）

第
十
三
条

気
象
庁
は
、
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
気
象
、
地
象
（
地
震
に

第
十
三
条

気
象
庁
は
、
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
気
象
、
地
象
（
地
震
に

あ
つ
て
は
、
地
震
動
に
限
る
。
第
十
六
条
を
除
き
、
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ

あ
つ
て
は
、
地
震
動
に
限
る
。
第
十
六
条
を
除
き
、
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ

。
）
、
津
波
、
高
潮
、
波
浪
及
び
洪
水
に
つ
い
て
の
一
般
の
利
用
に
適
合
す
る
予

。
）
、
津
波
、
高
潮
、
波
浪
及
び
洪
水
に
つ
い
て
の
一
般
の
利
用
に
適
合
す
る
予

報
及
び
警
報
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
次
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

報
及
び
警
報
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

警
報
を
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

第
十
三
条
の
二

気
象
庁
は
、
予
想
さ
れ
る
現
象
が
特
に
異
常
で
あ
る
た
め
重
大
な

（
新
設
）

災
害
の
起
こ
る
お
そ
れ
が
著
し
く
大
き
い
場
合
と
し
て
降
雨
量
そ
の
他
に
関
し
気

象
庁
が
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

そ
の
旨
を
示
し
て
、
気
象
、
地
象
、
津
波
、
高
潮
及
び
波
浪
に
つ
い
て
の
一
般
の

利
用
に
適
合
す
る
警
報
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

気
象
庁
は
、
前
項
の
基
準
を
定
め
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
関
係
都

道
府
県
知
事
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
関
係

都
道
府
県
知
事
が
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
関
係
市
町
村

長
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

気
象
庁
は
、
第
一
項
の
基
準
を
定
め
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
こ
れ
を
公
表
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

前
二
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
基
準
の
変
更
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

５

前
条
第
三
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
警
報
（
第
十
五
条
の
二
第
一
項
に
お
い
て

「
特
別
警
報
」
と
い
う
。
）
を
す
る
場
合
に
準
用
す
る
。

第
十
四
条

（
略
）

第
十
四
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）
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３

第
十
三
条
第
三
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
予
報
及
び
警
報
を
す
る
場
合
に
準
用

３

前
条
第
三
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
予
報
及
び
警
報
を
す
る
場
合
に
準
用
す
る

す
る
。

。

第
十
五
条

気
象
庁
は
、
第
十
三
条
第
一
項
、
第
十
四
条
第
一
項
又
は
前
条
第
一
項

第
十
五
条

気
象
庁
は
、
第
十
三
条
第
一
項
、
第
十
四
条
第
一
項
又
は
前
条
第
一
項

か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
、
気
象
、
地
象
、
津
波
、
高
潮
、
波
浪
及
び
洪

か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
、
気
象
、
地
象
、
津
波
、
高
潮
、
波
浪
及
び
洪

水
の
警
報
を
し
た
と
き
は
、
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
直
ち
に
そ
の
警
報

水
の
警
報
を
し
た
と
き
は
、
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
直
ち
に
そ
の
警
報

事
項
を
警
察
庁
、
消
防
庁
、
国
土
交
通
省
、
海
上
保
安
庁
、
都
道
府
県
、
東
日
本

事
項
を
警
察
庁
、
国
土
交
通
省
、
海
上
保
安
庁
、
都
道
府
県
、
東
日
本
電
信
電
話

電
信
電
話
株
式
会
社
、
西
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
又
は
日
本
放
送
協
会
の
機
関

株
式
会
社
、
西
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
又
は
日
本
放
送
協
会
の
機
関
に
通
知
し

に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
地
震
動
の
警
報
以
外
の
警
報
を
し
た
場
合
に
お

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
地
震
動
の
警
報
以
外
の
警
報
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
警

い
て
、
警
戒
の
必
要
が
な
く
な
つ
た
と
き
も
同
様
と
す
る
。

戒
の
必
要
が
な
く
な
つ
た
と
き
も
同
様
と
す
る
。

２

前
項
の
通
知
を
受
け
た
警
察
庁
、
消
防
庁
、
都
道
府
県
、
東
日
本
電
信
電
話
株

２

前
項
の
通
知
を
受
け
た
警
察
庁
、
都
道
府
県
、
東
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
及

式
会
社
及
び
西
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
の
機
関
は
、
直
ち
に
そ
の
通
知
さ
れ
た

び
西
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
の
機
関
は
、
直
ち
に
そ
の
通
知
さ
れ
た
事
項
を
関

事
項
を
関
係
市
町
村
長
に
通
知
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

係
市
町
村
長
に
通
知
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
〜
６

（
略
）

３
〜
６

（
略
）

第
十
五
条
の
二

気
象
庁
は
、
第
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
気
象
、
地

（
新
設
）

象
、
津
波
、
高
潮
及
び
波
浪
の
特
別
警
報
を
し
た
と
き
は
、
政
令
の
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
直
ち
に
そ
の
特
別
警
報
に
係
る
警
報
事
項
を
警
察
庁
、
消
防
庁
、
海

上
保
安
庁
、
都
道
府
県
、
東
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
、
西
日
本
電
信
電
話
株
式

会
社
又
は
日
本
放
送
協
会
の
機
関
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
地
震
動
の
特

別
警
報
以
外
の
特
別
警
報
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
特
別
警
報
の
必
要
が
な

く
な
つ
た
と
き
も
同
様
と
す
る
。

２

前
項
の
通
知
を
受
け
た
都
道
府
県
の
機
関
は
、
直
ち
に
そ
の
通
知
さ
れ
た
事
項

を
関
係
市
町
村
長
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

前
条
第
二
項
の
規
定
は
、
警
察
庁
、
消
防
庁
、
東
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
及

び
西
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
の
機
関
が
第
一
項
の
通
知
を
受
け
た
場
合
に
準
用

す
る
。

４

第
二
項
又
は
前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
第
二
項
の
通
知
を
受
け
た
市
町
村

長
は
、
直
ち
に
そ
の
通
知
さ
れ
た
事
項
を
公
衆
及
び
所
在
の
官
公
署
に
周
知
さ
せ

る
措
置
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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５

前
条
第
五
項
の
規
定
は
海
上
保
安
庁
の
機
関
が
第
一
項
の
通
知
を
受
け
た
場
合

に
、
同
条
第
六
項
の
規
定
は
日
本
放
送
協
会
の
機
関
が
第
一
項
の
通
知
を
受
け
た

場
合
に
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。

（
許
可
の
基
準
）

（
許
可
の
基
準
）

第
十
八
条

気
象
庁
長
官
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
申
請
書
を
受
理

第
十
八
条

気
象
庁
長
官
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
申
請
書
を
受
理

し
た
と
き
は
、
次
の
基
準
に
よ
つ
て
審
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
た
と
き
は
、
次
の
基
準
に
よ
つ
て
審
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

地
震
動
、
火
山
現
象
及
び
津
波
の
予
報
以
外
の
予
報
の
業
務
を
行
お
う
と
す

三

地
震
動
及
び
火
山
現
象
の
予
報
以
外
の
予
報
の
業
務
を
行
お
う
と
す
る
場
合

る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
予
報
業
務
を
行
う
事
業
所
に
つ
き
、
第
十
九
条
の

に
あ
つ
て
は
、
当
該
予
報
業
務
を
行
う
事
業
所
に
つ
き
、
第
十
九
条
の
二
の
要

二
の
要
件
を
備
え
る
こ
と
と
な
つ
て
い
る
こ
と
。

件
を
備
え
る
こ
と
と
な
つ
て
い
る
こ
と
。

四

地
震
動
、
火
山
現
象
又
は
津
波
の
予
報
の
業
務
を
行
お
う
と
す
る
場
合
に
あ

四

地
震
動
又
は
火
山
現
象
の
予
報
の
業
務
を
行
お
う
と
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は

つ
て
は
、
当
該
予
報
業
務
の
う
ち
現
象
の
予
想
の
方
法
が
国
土
交
通
省
令
で
定

、
当
該
予
報
業
務
の
う
ち
現
象
の
予
想
の
方
法
が
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
技

め
る
技
術
上
の
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

術
上
の
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

２

（
略
）

２

（
略
）

（
気
象
予
報
士
の
設
置
）

（
気
象
予
報
士
の
設
置
）

第
十
九
条
の
二

第
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
許
可
を
受
け
た
者
（
地
震
動
、
火
山
現

第
十
九
条
の
二

第
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
許
可
を
受
け
た
者
（
地
震
動
又
は
火
山

象
又
は
津
波
の
予
報
の
業
務
の
み
の
許
可
を
受
け
た
者
を
除
く
。
次
条
に
お
い
て

現
象
の
予
報
の
業
務
の
み
の
許
可
を
受
け
た
者
を
除
く
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。

同
じ
。
）
は
、
当
該
予
報
業
務
を
行
う
事
業
所
ご
と
に
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め

）
は
、
当
該
予
報
業
務
を
行
う
事
業
所
ご
と
に
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
気
象
予
報
士
（
第
二
十
四
条
の
二
十
の
登
録
を
受
け
て
い
る

ろ
に
よ
り
、
気
象
予
報
士
（
第
二
十
四
条
の
二
十
の
登
録
を
受
け
て
い
る
者
を
い

者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

う
。
以
下
同
じ
。
）
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
権
限
の
委
任
）

（
権
限
の
委
任
）

第
四
十
三
条
の
四

こ
の
法
律
に
規
定
す
る
気
象
庁
長
官
の
権
限
は
、
国
土
交
通
省

第
四
十
三
条
の
四

こ
の
法
律
に
規
定
す
る
気
象
庁
長
官
の
権
限
は
、
国
土
交
通
省

令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
一
部
を
管
区
気
象
台
長
又
は
沖
縄
気
象
台
長

令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
一
部
を
管
区
気
象
台
長
、
沖
縄
気
象
台
長
又

に
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

は
海
洋
気
象
台
長
に
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）
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○
国
土
交
通
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
号
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

目
次

目
次

第
一
章

総
則
（
第
一
条
）

第
一
章

総
則
（
第
一
条
）

第
二
章

国
土
交
通
省
の
設
置
並
び
に
任
務
及
び
所
掌
事
務

第
二
章

国
土
交
通
省
の
設
置
並
び
に
任
務
及
び
所
掌
事
務

第
三
章

本
省
に
置
か
れ
る
職
及
び
機
関

第
三
章

本
省
に
置
か
れ
る
職
及
び
機
関

第
四
章

外
局

第
四
章

外
局

第
一
節

設
置
（
第
四
十
一
条
）

第
一
節

設
置
（
第
四
十
一
条
）

第
二
節

観
光
庁
（
第
四
十
二
条
―
第
四
十
四
条
）

第
二
節

観
光
庁
（
第
四
十
二
条
―
第
四
十
四
条
）

第
三
節

気
象
庁

第
三
節

気
象
庁

第
一
款

任
務
及
び
所
掌
事
務
（
第
四
十
五
条
―
第
四
十
七
条
）

第
一
款

任
務
及
び
所
掌
事
務
（
第
四
十
五
条
―
第
四
十
七
条
）

第
二
款

地
方
支
分
部
局
（
第
四
十
八
条
―
第
五
十
条
）

第
二
款

地
方
支
分
部
局
（
第
四
十
八
条
―
第
五
十
一
条
）

第
四
節

運
輸
安
全
委
員
会
（
第
五
十
一
条
）

第
四
節

運
輸
安
全
委
員
会
（
第
五
十
二
条
）

第
五
節

海
上
保
安
庁
（
第
五
十
二
条
）

第
五
節

海
上
保
安
庁
（
第
五
十
三
条
）

（
設
置
）

（
設
置
）

第
四
十
八
条

気
象
庁
に
、
地
方
支
分
部
局
と
し
て
、
管
区
気
象
台
を
置
く
。

第
四
十
八
条

気
象
庁
に
、
次
の
地
方
支
分
部
局
を
置
く
。

管
区
気
象
台

海
洋
気
象
台

２

（
略
）

２

（
略
）

（
管
区
気
象
台
等
）

（
管
区
気
象
台
等
）

第
四
十
九
条

管
区
気
象
台
等
（
管
区
気
象
台
及
び
沖
縄
気
象
台
を
い
う
。
以
下
同

第
四
十
九
条

管
区
気
象
台
等
（
管
区
気
象
台
及
び
沖
縄
気
象
台
を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）
は
、
気
象
庁
の
所
掌
事
務
の
う
ち
、
第
四
条
第
百
二
十
号
、
第
百
二
十
一

じ
。
）
は
、
気
象
庁
の
所
掌
事
務
の
う
ち
、
第
四
条
第
百
二
十
号
、
第
百
二
十
一

号
（
地
球
磁
気
及
び
地
球
電
気
に
関
す
る
も
の
を
除
く
。
）
、
第
百
二
十
二
号
及

号
（
地
球
磁
気
及
び
地
球
電
気
に
関
す
る
も
の
を
除
く
。
）
、
第
百
二
十
二
号
及

び
第
百
二
十
八
号
に
掲
げ
る
事
務
を
分
掌
す
る
。

び
第
百
二
十
八
号
に
掲
げ
る
事
務
（
海
洋
気
象
台
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く

。
）
を
分
掌
す
る
。
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２
〜
７

（
略
）

２
〜
７

（
略
）

（
削
る
。
）

８

国
土
交
通
大
臣
は
、
特
に
必
要
が
あ
る
場
合
は
、
管
区
気
象
台
等
の
所
掌
事
務

の
一
部
を
海
洋
気
象
台
に
分
掌
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
海
洋
気
象
台
）

（
削
る
。
）

第
五
十
一
条

海
洋
気
象
台
は
、
気
象
庁
の
所
掌
事
務
の
う
ち
、
第
四
条
第
百
二
十

八
号
に
掲
げ
る
事
務
及
び
次
に
掲
げ
る
事
務
を
分
掌
す
る
。

一

海
上
気
象
及
び
海
水
象
（
海
洋
に
関
す
る
水
象
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の

予
報
及
び
警
報
（
津
波
の
予
報
及
び
警
報
を
除
く
。
）
に
関
す
る
こ
と
。

二

海
上
気
象
及
び
海
水
象
並
び
に
こ
れ
ら
に
関
連
す
る
輻
射
に
関
す
る
観
測
並

び
に
海
上
気
象
及
び
海
水
象
に
関
す
る
情
報
に
関
す
る
こ
と
。

三

前
二
号
に
掲
げ
る
事
項
に
関
す
る
気
象
通
信
に
関
す
る
こ
と
。

四

海
上
気
象
及
び
海
水
象
に
関
す
る
気
象
測
器
に
関
す
る
こ
と
。

２

海
洋
気
象
台
の
名
称
及
び
位
置
は
、
政
令
で
定
め
る
。

３

海
洋
気
象
台
の
管
轄
区
域
及
び
内
部
組
織
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
。

４

国
土
交
通
大
臣
は
、
特
に
必
要
が
あ
る
場
合
は
、
海
洋
気
象
台
の
所
掌
事
務
の

一
部
を
管
区
気
象
台
等
に
分
掌
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
節

運
輸
安
全
委
員
会

第
四
節

運
輸
安
全
委
員
会

第
五
十
一
条

（
略
）

第
五
十
二
条

（
略
）

第
五
節

海
上
保
安
庁

第
五
節

海
上
保
安
庁

第
五
十
二
条

（
略
）

第
五
十
三
条

（
略
）
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○
登
録
免
許
税
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
三
十
五
号
）
（
附
則
第
六
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

別
表
第
一

課
税
範
囲
、
課
税
標
準
及
び
税
率
の
表
（
第
二
条
、
第
五
条
、
第
九
条

別
表
第
一

課
税
範
囲
、
課
税
標
準
及
び
税
率
の
表
（
第
二
条
、
第
五
条
、
第
九
条

、
第
十
条
、
第
十
三
条
、
第
十
五
条
―
第
十
七
条
、
第
十
七
条
の
三
―
第
十
九
条

、
第
十
条
、
第
十
三
条
、
第
十
五
条
―
第
十
七
条
、
第
十
七
条
の
三
―
第
十
九
条

、
第
二
十
三
条
、
第
二
十
四
条
、
第
三
十
四
条
―
第
三
十
四
条
の
三
関
係
）

、
第
二
十
三
条
、
第
二
十
四
条
、
第
三
十
四
条
―
第
三
十
四
条
の
三
関
係
）

登
記
、
登
録
、
特
許
、
免
許
、
許
可
、
認
可

課
税
標
準

税

率

登
記
、
登
録
、
特
許
、
免
許
、
許
可
、
認
可

課
税
標
準

税

率

、
認
定
、
指
定
又
は
技
能
証
明
の
事
項

、
認
定
、
指
定
又
は
技
能
証
明
の
事
項

一
〜
百
四
十
二
の
二

（
略
）

一
〜
百
四
十
二
の
二

（
略
）

百
四
十
三

予
報
業
務
の
許
可
若
し
く
は
予
報
業
務
の
範
囲
の
変
更
の
認
可
、

百
四
十
三

予
報
業
務
の
許
可
若
し
く
は
予
報
業
務
の
範
囲
の
変
更
の
認
可
、

気
象
観
測
成
果
の
無
線
通
信
に
よ
る
発
表
業
務
の
許
可
若
し
く
は
気
象
測
器

気
象
観
測
成
果
の
無
線
通
信
に
よ
る
発
表
業
務
の
許
可
若
し
く
は
気
象
測
器

の
器
差
に
係
る
認
定
測
定
者
の
認
定
又
は
気
象
測
器
に
係
る
登
録
検
定
機
関

の
器
差
に
係
る
認
定
測
定
者
の
認
定
又
は
気
象
測
器
に
係
る
登
録
検
定
機
関

の
登
録

の
登
録

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

(一)

(一)

気
象
業
務
法
第
十
九
条
第
一
項
（
変

認
可
件
数

一
件
に
つ
き
九

気
象
業
務
法
第
十
九
条
第
一
項
（
変

認
可
件
数

一
件
に
つ
き
九

(二)

(二)

更
認
可
）
の
予
報
業
務
の
範
囲
の
変
更

万
円

更
認
可
）
の
予
報
業
務
の
範
囲
の
変
更

万
円

の
認
可
（
同
法
第
十
八
条
第
一
項
第
三

の
認
可
（
同
法
第
十
八
条
第
一
項
第
三

号
（
許
可
の
基
準
）
の
予
報
の
業
務
又

号
（
許
可
の
基
準
）
の
予
報
の
業
務
又

は
同
項
第
四
号
の
地
震
動
、
火
山
現
象

は
同
項
第
四
号
の
地
震
動
若
し
く
は
火

若
し
く
は
津
波
の
予
報
の
業
務
を
新
た

山
現
象
の
予
報
の
業
務
を
新
た
に
行
う

に
行
う
た
め
に
受
け
る
も
の
に
限
る
。

た
め
に
受
け
る
も
の
に
限
る
。
）

）〜

（
略
）

（
略
）

（
略
）

〜

（
略
）

（
略
）

（
略
）

(三)

(五)

(三)

(五)

百
四
十
四
〜
百
六
十

（
略
）

百
四
十
四
〜
百
六
十

（
略
）
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